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１．研究実施の概要

地球規模の気候変化、環境変化において海洋における熱・エネルギー循環と物質

循環が大きな役割を果たすと考えられているが、その実態を解明するためには今ま

での船舶観測に加えて、人工衛星観測と定点観測を組み合わせた時系列の観測が必

要であることは、海洋における過去10年間の種々の国際協同観測計画の結果ますま

す強調されるようになってきた。特に、海洋の物質循環に関しては物質の鉛直輸送

を担う生物ポンプの活動の地理的分布とその系時的変化を明らかにすることが中心

的な課題となっているが、そのためには人工衛星海色リモートセンシングによる植

物プランクトンの量と基礎生産の測定が唯一の現実的な観測手法として大きな期待

が寄せられている。

本研究では、海洋現場に設置した自動昇降式ブイに搭載した光学的なセンサー類

によって海洋の基礎生産を自動的に計測し、実時間的にデータ転送を行うことに

よって、人工衛星水色データから推定した基礎生産を実時間で検証するための計測

システムの開発と、基礎生産測定アルゴリズムの開発の双方を目的としている。

初年度である平成11年度には、ブイシステムの基本的な仕様を確定するための検

討を行う傍ら、搭載を予定している光学的センサー類を使った海洋現場における観

測・実験を実施した。特にFRRF（高速励起蛍光光度計）に関しては北部北太平洋、

赤道域太平洋などの航海で測定したデータを解析して基礎生産の推定を試みてい

る。様々な海域で比較を行うことにより計算に用いる生理学的パラメータ（たとえ

ば単位クロロフィルa量あたりの光合成反応中心（�）の量など）を一定とすること

の妥当性を検討している。

２．研究実施内容

　アクティブ蛍光法による北太平洋亜寒帯域の基礎生産速度の見積り

東京大学海洋研究所白鳳丸KH-99-3次研究航海の際に観測点KNOT（北緯44度、東

経155度）において、FRRFで測定した基礎生産速度（炭素同化数）を図１～３に示

した。図中の各印■の点はFRRFを海に降ろしていった際に測定した値である。また、

同様に丸の点はFRRFを100m深までFRRFを一度降ろした後に揚収する過程で測定
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した値である（測定開始から終了まで約20分）。これら両者の間には比較的良い一致

が認められた。日の出後の日射量が少ない時間帯では海表面近くで0.5～1.5mgC（mg 

Chla）-1 h-1の値を示したが（図１）、日中は10m深付近でおよそ2.5mgC（mg Chla）-1 h-1

の最大値を示した（図２及び３）。日中の海表面近くの基礎生産力の減少が時折認め

られたが、これは強光阻害によるものと考えられる。また、日中の表層の値は、

Shiomoto et al., （1997）が1992年及び1993年の夏期の日中に北太平洋亜寒帯域表面

水の炭素同化数を13Ｃ法で測定した値（平均で2～4 mgC（mg Chla）-1 h-1）に近かっ

た。本研究では、日中の基礎生産力は有光層（0- 約50m深）内で認められ、10m深

以外にも30m深付近に小さなピークが認めらた。今後、同時に測定した13Ｃ法で求め

た基礎生産速度データとの比較や植物プランクトン群集等のデータを加えて議論を

行っていく予定である。また近い将来、このアクティブ蛍光法で求めた基礎生産力

データと人工衛星の水色リモートセンサーで見積もられた基礎生産力データとの

マッチアップが大いに期待される。
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　　　　　図１．FRRFで測定した観測点KNOTにおける1999年初夏の早朝の

　　　　　　　　基礎生産力（炭素同化数）。
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図２．FRRFで測定した観測点KNOTにおける1999年初夏の午前の基礎生産力（炭素同化数）。

図３．FRRFで測定した観測点KNOTにおける1999年初夏の午後の基礎生産力（炭素同化数）。
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